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m bm asPyn chon の最新作 Mas o n& D 汝o n(1997)に は , 作者が これまで
一 貫して描 いて きた西








シ ス テ ム と
`
the Co unterforc e
'





シ ス テ ム を表す側は , 世界覇権をか けた西欧列強の 植民地帝国で あ
り , そこで 利潤を追求する資本主義企業で ある ｡ これらは奴隷制と い う非人間的な制度を採用す
る 一 方で ライ ン設定と い う人工 的秩序で人々 を管理 ･ 統制して きた ｡ その 理性 ｡ 合理主義偏重の
精神は , 18世紀の支配的精神の中に 見い だ しうる ._カ ウ ン タ
ー フ ォ
ー ス 的勢力は , 体制派の権力
に逆ら っ て自由を維持 しよう とする様々 なグ ル ー プの 中に見られ ると同時に , 作品に頻出する魔
法 , 神秘 , 驚異 , 超自然現象と い っ た マ ジ カ ル ･ リ ア リズ ム 的要素の中に現れて いる ｡ これらの
非合理 的, 非理性的要素は , 理性が支配する人間の客観的意識と は対照をなす主観的意識の営み
と深く 関わ っ て おり , 人間の 創造性や独創性や卓越性を生む大切な要素で ある ｡ 拙論で は t こ れ
ら二項対立の構図と相互関係の 意味するところを考察する ｡
キ ー ワ ー ド
ニ項対立 , 理性 , 奴隷制 , ライ ン ヲ 非理性 , マ ジ カ ル ･ リ アリ ズ ム , 創造性
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¶1 0 maSPyn chon の 最新作 Maso n& D 血刀
(1997)で は , 作者特有 の 二項対立的構図が踏













の 関係に集約され るが , 一 方の 側に西欧近代
社会の 産業資本主義を中心 とする権力構造や
理性 ･ 合理主義偏重の 原理があり , 他方に は
そ こ か ら閉め出された 一 切 の周縁世界が対崎
されて い る ｡ こ の構図は , モ ダ ニ ズ ム 対ボス
トモ ダ ニ ズ ム , コ ロ ニ ア リズ ム 対ポス ト コ ロ
ニ ア リ ズ ム , 人間の 客観的意識対主観的意識
とい っ た対立とも重複して い る ｡ 18世紀後半
を背景とする本作品では , 前者を表す側は西
欧列強 の 植民地帝国主義で あり ,1)植民地で
利潤を追求する特許状会社である ｡ これら は
奴隷制と いう非人間的な制度を採用する 一 方
で , ライ ン設定という人間や自然に対する人
工的な管理 ･ 統制方法を用 い てきた ｡ その 理
性 ･ 合理主義偏重の 精神は , 18世紀に興隆 し
た啓蒙思想や理神論 の中に窺える ｡ 英国学士
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院とそ こで 働く 天文学者 Ma s onも , 客観的
な科学的事実と琴考を尊重して い ると いう意
味で前者に属する･｡ 他方 , 後者を表す周縁世
界は , 奴隷 , 被植民者 , 一 般労働者 , 農奴と
い っ た差別 ･ 抑圧 された弱者に , あるい は権
力体制に逆ら っ てそれぞれの 自由を守ろうと
するイ ンデ ィ ア ン や Jac obite sや ア メ リカ独
立運動の 闘志 ｢ 自由の 息子 たち｣ に , さら に
は自然 で非合理的生き方をする非西欧人の 中
に見られる ｡ だが最も特異な力を発揮して い
るの は , 作品に頻出する魔法 , 神秘 , 超自然
現象と い っ た マ ジ カ ル ･ リ ア リ ズ ム 的要素
だ . それらは非合理的で , 本能的な人間の 主
観的意識の 営み と関わりつ つ , 創造性や独創
性を生み出す大切な源ともな っ て い る ｡ もう
--一 人の 主人公 Dixon は , ク エ - カ ー 教徒と
して平和と平等を尊重 し , 魔法を使い , 超自
然な世界を受容して い ると い う意味で , 後者
に属して い ると考えられる ｡
これ らの 対立構図に対 して , 作者は後者の
グ ル ー プ , すなわち反権力者 , 反西欧 ･ 反人
間中心主義者に共感を寄せ る Cbenycoke 牧
師を語り手に据え , 解釈を加える こと で反体
制 の色 彩を これまで以上に鮮明 に して い る ｡
で は
, 作者は牧師を通して , どのように前者
の グル ー プを見つ め , どの ような解釈を与え
て い るの で あろうか , それを具体的に考察し
て い きた い ｡
1 . 弱者の立場か ら眺めた西欧近代
の新しい 歴史像
歴 史は多く の場合 , 種々 の勢力グ ル ー プの
権力抗争によ っ て作られる ｡ 各々の グル ー プ
は敵対者を支配したり , 根絶する こと を目指
して闘争を繰り広げたり , 自らの存続の ため
に平和的共存や 従属の 道を選ぶ ｡ 複雑に絡み
合う権力闘争にお い て は , 一 つ の勢力は支配
者で ある と同時に , 被支配者 ともなりう る ｡
作品に描 かれた植民地帝国主義の 時代的背景
を眺 めて も , ア メ リカ植民地人はイギリス に
支配されると同時に , 黒人坪隷を支配し , イ
ンー ディ ア シの 根絶を企て , フ ラシス や ス ペイ
ン の 勢力を撃退しようとして い る ｡ ア メ リカ
を支配するイギリ ス も , か っ て は ロ ー マ 帝国
の植民地と して疎開された歴史を持ち , 物語
の中で は西欧諸国 , 特に フ ラ ンス や ス ペ イ ン
と権力抗争を続けて い る o 国内で は Stu a rt朝
復興 を画策する ス コ ッ ト ラ ン ドの Ja c obite s
を制圧 し , 支配下におい たと ころだ｡
こ の ように複雑な権力抗争史にお い て は ,
歴史をどの ような立場か ら眺め るかとい う こ
とが重要な問題となる ｡ 牧師の 歴史の見方は ,
従来 の 体制側を中心 とする歴史の 視点を捨
て
, 弱者か ら眺めた歴史 , すなわち強力で非
情な権力構造に翻弄される弱者の立場か ら眺
めた新しい歴史像を作 っ て い る ｡ 特に17世紀
か ら始ま っ た西欧列強の海外へ の 勢力拡大政
策は , 非西欧諸国を植民地化して , 西欧 の 諸
制度を世界中に浸透させ ただけで なく , そ の
過程で他の弱者 の 文化を押しつ ぶ し , 隷属化
して い っ た時代で もあるこ とを , 牧師は 明確
に示 して い る ｡
例えば , 1756年に起きた ｢カル カ ッ タ の 黒
穴｣ 事件の 作品で の 捉え方を見てみよう ｡ こ
の 事件は , イ ギリ スがイ ン ドを完全な支配下
に置く発端とな っ た事件と 一 般 に解釈されて
い る c 広大で 肥沃な Be ngal州の領土をもつ
領主は フ ラ ン ス人にそその かされ , イギリス
企業がイ ン ド交易で得て い る巨富を独占しよ
うと企て た o そ して領主軍は , 植民者イ ギリ
ス人をカル カ ッ タの Ⅶ11ia m 砦にある ｢黒穴｣
と呼ばれる独房に閉じ こめ た の である ｡ こ の
時 , ｢黒穴｣ に入 れられた150人の イ ギリ ス 人
は , イ ン ドの 夏の酷暑の 中 , 喉の 渇きで気が
狂 い , 互 い に踏み に じり合 っ て , 朝まで に
127名が 死亡 し たと言 われる ｡ しか し作品で
は , 犠牲者はイ ギリ ス植民者か らア フ リ カ 人
奴隷に置き換えられ , 権力者同士 の抗争か ら
被植民者 ･ 奴隷 に対する植民者の非人間的捷
｢Ma son&Diro n一英国植民地時代における二項対立の構図｣
い と い う状況 に変えて再現されて い る ｡ 第14
章に おけるオ ラ ン ダ植民地 ケイ プタ ウ ンにあ




の 話 しが それで ある ｡ W illiam
砦にある ｢黒穴｣を四分の 一 に縮めた レ プリ
カ の中には , 裸の黒人奴隷が客と共に押し込
め られ , ｢黒穴｣ の 事件の 死 の恐怖を , 迫真
的に , そして エ ロ テ ィ ッ ク に味わおうとする
白人の望み を叶えるた めに , 奉仕させ られて
い るの だ｡ 牧師にと っ て , どこ の 場所で あれ
本当の 犠牲者とは , 非植民者で あると 同時に
弱者の 一 般人なの で ある ｡
ある い は , 第31章の ア メ リ カ植民者とイ ン
ディ ア ンと の 紛争の描き方を眺めて み よう ｡
フ レ ン チ ･ イ ン ディ ア ン戦争が全面的に終結
した1763年に フ ィ ラ デ ル フ ィ ア の町に 入 っ た
メ - ソ ン たちは , や がて ア メ リ カ到着以来初
め て人間の残虐行為を目にする が , それは白
人がイ ン ディ ア ン に対 して行な っ たもの であ
っ た ｡ I.anca ster に お い て Paxto nBoys と称
される地元民兵が , 刑務所に避難 し保護され
て い た26名の イ ン ディ ア ン を虐殺した の で
あ る ｡ Pa xto n Boysは そ の 先 々 週 に も
Con e stoga でイ ンデ ィ ア ンを殺害 して い る ｡
殺されたイ ンディ ア ン は老人 , 子供 , 無防備
な酔 っ 払い であり , M o ra via 教団によりキリ
ス ト教 に改宗して 友好的に暮ら して い た人々
であ っ た ｡ メ - ソ ン とディ ク ソ ン は虐殺跡を
訪れ , 弾痕や こびりつ い た血痕に深い 衝撃を
受けた ｡ ｢Cape で の冷酷な犯罪行為 一 公開死
刑執行 , むち打ち , 引き裂か れた肉 , 噴出す
る血 , 自己満足 に浸る肥満 した白人 たち｣
2'
よりも遥か に邪悪な ことがこ こで は行なわれ
て い るの だ ｡
ア メ リ カ史で は , イ ン ディ ア ン の勢力は フ
レ ンチ ｡ イ ンデ ィ ア ン戦争で の 敗北 (ア メ リ
カ国内で は1760年に終結) によ っ て決定的に
弱体化したとされて い る ｡ それまで の イ ンデ
ィ ア ンは北米大陸にお けるフ ラ ン ス とイ ギリ
ス の 覇権争いを利用 し , 中立 の立場をとる こ
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とで漁夫の 利を得て い た ｡ しか しフ ラ ン ス の
敗北と共に , フ ラ ン ス と手を組んだイ ンデ ィ
ア ンだけで はなく , それ以外の 諸部族に対 し
て もイギリス は強硬な政策に転換した ｡ 取り
引き商品の価格を引き上げ , 要塞使用料の 支ー
払慣行を止めるだけで なく , イ ンディ ア ンの
生 活領域 へ の 開拓者の 進出を許 した の で あ
る ｡ そ れ に 対抗 し て イ ン デ ィ ア ン 側 は ,
otta wa 族 の首長 Po ntiac をリ ー ダ ー と して ,
強者イ ギリス ヘ の 全面的従属を逃れる ため ,
イ ンデ ィ ア ン諸部族による同盟を作り , 1763
年か ら1766年の間に各地で蜂起 した ｡ 作品の
背景となる の は , こ の Pontiac の 反乱に対す
る白人側 の報復戦で ある ｡ バ ー ジ ニ ア と ペ ン
シ ル バ ニ ア の 辺境部で は少なく とも2000人の
白人犠牲者 が出て い た か ら だo Paxton Boys
と呼ばれる ス コ ッ トラ ン ド系アイ ル ラ ン ド人
の 辺境開拓者は , イ ンディ ア ン ヘ 報復を加え
る 一 方で , 彼らの襲撃に対して の 軍事的保護
を求め て フ ィ ラ デ ル フ ィ ア ヘ の 行進を行な
い ,
一 切 の 暴力沙汰 を起 こ すこ となく法に
則り保護要請を行な っ て い る ｡ こ の よう に
史実を見る限りで は , 白人 とイ ン デ ィ ア ン
の どち ら側が より残虐非 道で あ る か明言 で
きな い勢力抗争が繰 り広げられて い る ｡ 当時
ア メ リカ北東部の イ ンデ ィ ア ンは複雑な部族
抗争を繰り返して おり , フ レ ンチ ･ イ ンデ ィ
ア ン戦争時 , イ ギリ ス側に つ い たIroquois 族
に しても , 以前は近隣の 諸部族 と戦い , 彼ら
を制圧 してきた ｡ またIroqu ois族もフ ラ ンス
側 に組み した Hu ro n族も , 元 は南方か ら侵
入して きた部族で , 先住民の Algonquian と
総称される諸民族を撃退して北東部に住み着
い たの で ある ｡ イ ンデ ィ ア ン の やり方に は宗
教的な意味の 裏付けがあ っ た に しろ , 敵の 頭
皮を剥い だり , 火あぶ りで 一 昼夜以上もかけ
て じわり じわりと殺すと い っ た残虐な奇習が
見られた ｡3)
しか し牧師の 語りには , こ の ようなイ ン デ
ィ ア ン の 負の要素は説明されて い ない ｡ メ -
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ソ ン はイ ンディ ア ン虐殺跡で , 飲むと全て を
忘れるとい う ｢レ ー テ - の 水｣ の 味と臭いを
感じ , ア メ リカで は ｢ 時間が地獄の周囲を流
れる本物の ( 忘却の) 川 (346)｣ だと い う思
い に捕らわれ た ｡ こ の ｢レ ー テ - の水｣ に表
され る忘却とは , 当時の こ とだけで なく , イ
ン ディ ア ン がその 後に辿 っ た運命 , すなわち
白人との戦闘に敗れ , 各地で結ばれた条約も
- 方的に反故にされ , 保留地の 貧しい環境に
押し込め られ , 差別され , 民族的伝統も犯さ
れ続けて現代にまで 至 っ た , ▲その被植民者 ･
弱者 と しての イ ン ディ ア ン の歴史を忘れて い
る か に見え る現在の白人 に対する作者の思 い
が語り手を通 して表現 されて い る と解釈で き
るの だ｡ 牧師と 聞き手 Iv eg は , 英国軍が 天
然痘をイ ン ディ ア ン に故意に感染させ て い た
ことや , 平和主義的信条で知られて い るク エ ー
カ ー 教徒ですら , イ ンデ ィ ア ン に銃器を売 っ
て利益 を得て い た こと (その 中には射手 にも
危害を与える欠陥銃器も含まれて い た) を補
足 して , ｢当時 , 罪を免れて い た者は 一 人も
い なか っ た (3O8)｣ と , 植民者 ｡ 白人 の 罪を
強調 して い る の である ｡
さらに は , 作品 で言及される Jac obite s の
反乱(1745)ち , 本質的に は王位継承を巡 る覇
権戦争と 考え ら れ る ｡ すなわち Stu a rt 家
Ja m e s二世 の孫, C hade sEdw a rd がス コ ､ソ ト
ラ ン ド の 高地 人氏 族 を味方 に 引 き 入 れ ,
Ha nov e r王朝の 転覆を企 て た戦 い な の で あ
る ｡ 敗れた ジャ コ バ イ トの 多くの 高位者は絞
首刑にされたり , 私権を剥奪された ｡ 私有地
は奪われ , 族長による世襲裁判権は王権に移
された ｡ し か しメ - ソ ンとディ ク ソ ン は ｢あ
の 夏 , 17才だ っ た者は誰もが ジャ コ バ イ トだ
っ た (312)｣とい う心情的共感に最終的に到
達して い る ｡ ジ ャ コ バ イ トに共感を寄せ る の
は , デ ィ ク ソ ン の ようなス コ ッ ト ラ ン ドの
血を引く者だけで なく , イ ン グ ラ ン ド人 であ
るメ - ソ ン とて 同じである ｡ 被支配者 とな っ
たス コ ッ トラ ン ド兵は , 武器の所有だけ でな
く , 民族特有の タ ー タ ンチ ェ ッ ク の ス カ ー ト
をは い たり , 風苗を吹く こ と も禁じられた o
イ ン グ ラ ン ド兵はス コ ッ ト ラ ン ドで略奪の 限
りをつ く し , 怯えた村々 は強者の 前に服従せ
ぎるをえなくな っ たの で ある｡
また , 1756年の Stro ud の 町の織エ ス ト ラ
イ キ の 話 し で は , 鎮 圧 を指揮 し た Ja mes
W olfe とそ の連隊は , 権力者側の 冷酷非情な
力を表す抑圧者と して の役割 しか与え られて
い な い ｡ 6名の歩兵を従え , 羊が の どかに草
を は むス ト ラ ウ ドの 町に 突然現れ た ウ ル フ
は , ｢慣れ親し んだ田舎の リズ ム を軍隊時間
の 統制的鼓動に変え , すべ てを軍隊の 意向や
ス ケ ジ ュ ー ル に 合 わせ る よ う に 告 げ た ｡
(501)｣駐 屯の 目的は賃金を半分に減額され
た繊工 の ス ト ライ キの鎮圧にあ っ たが , その
や り方は秩序ある規律とは程遠い もの で , 辛
を標的に気まぐれに銃を撃ち , 市民を打摘し
た ｡ こう し た作中の ウ ル フ の姿 に対 し , 史実
に描 かれた現実の ウル フ は繊細 な詩人肌の 男
の よう に 見え る ｡ ウ ル フ は1759年に フ レ ン
チ ･ イ ンディ ア ン戦争に従軍し , St. h w re n c e
川流域で の対 フ ラ ン ス 戦を指揮して殉死 した
英雄で ある ｡ ウ ル フ に関する J.R Gre en の 記
述を見ると , ぎこちない態度や時折吐く大言
壮語 の裏に , 優しさと勇敢さが隠れて い る英
雄的気質の 持ち主の ように描 か れて い る ｡4)
難攻不落の長 い絶壁地帯に立て こもる敵をお
びき出せ ず , 6週間 に も及ぶ腰着状態 の 後 ,
意 を決 し て 突 破 口 を開 い た 時 , ウ ル フ は
¶10 ma SGray の
"
Eleg yW rittenin aCo u ntry
C hu rchya rd
"
を吟唱 し , ｢ケ ベ ッ ク を占領す
るより , こ の 詩の作者に なりたか っ た｣ と つ
ぶや い たと言われて い る ｡ こ の ように作中の
ウ ル フ像と史実の像を変えたの は , 軍隊の 本
質を示 す狙 い が あ っ た こ と は 明白 で あ る ｡
メ - ソ ンは , ウ ル フが ス ト ラ ウ ドの 繊工 に示
した態度に徹底 した軽蔑の 念を読みとり , 同
じ軍人で ある Br addo ck 将軍の イ ンディ ア ン
に対する態度との類似性を指摘して いる ｡ ブラ
｢Maso n&Dixo n-英国植民地時代における二項対立の 構図｣
ドッ ク もこ の 前年, 1755年に Duque sne 要塞
をイ ンデ ィ ア ン に急襲された際 , 負傷し , そ
れが原因で ウル フ と 同様に死亡 して い る ｡ プ
ラ ド ッ ク はイ ン デ ィ ア ンを ｢ 待ち伏せ が得意
で , 礼節を知ら ない , 反逆的で 危険な原住民
(501)｣ と見なし たが , こ れは織工 に対する
ウル フ の 見方と 同じ であ る ｡ 牧師は ス ト ラ ウ
ドの 事件に コ メ ン トを加え , 軍隊は自由や忍
耐と い うま こと しや か な理由を掲げて おきな
がら , 同国人で ある 一 般大衆に対 して は外国
から の 侵略者 の ごとく , 疑 い と軽蔑の 念 で接
して い る と評 して い る (408)｡ メ ー ソ ン の
故郷 ス ト ラ ウ ドで の 織工 の ス ト ラ イ キ や デ
イ ク ソ ンの 故郷 Du rba m で の 炭鉱夫 の ス ト
ライ キに代表される資本家と労働者の 階級闘
争にお い ても , イ ンデ ィ ア ン と植民者と の 闘
争にお い ても , 共に鎮圧にあた っ た軍隊は権
力者側 の武力を行使する人間と して , 抽象的
な役割 しか 与えられて い な い の で ある ｡
以上 にように , 様々 な対立の 構図 - <植
民者 , 特許状会社 一 被植民者 ･ 奴隷 , イ ン
デ ィ ア ン > , < 資本主義企業 (- イ ギリ ス 政
府) - 賃金労 働者 > t <領主 一 農奴 >
を通 して 牧師が 語 っ て い る の は , 一 方 的に
抑圧されるに到 っ た弱者の 歴 史なの で ある ｡
2 ｡ 西欧近代社会制度 へ の批判
作 品に描 か れ た18世 紀 の 歴史は , 牧師に
よ っ て 新 し い 視点 か ら 見直され ると 同時に ,
西欧 近代の 社 会制度 に疑 問を投げか ける 形
で 展 開 さ れ て い る ｡ 社 会学 者 Antho ny
Gidde n sによ る と , 西欧 近代の 制度に は 以
下の ような四つ の 特性が 見られる ｡ 5)
まず作品導入 部で語られた , 牧師の若 い 頃
の 監獄に 投獄された体験で は , 第 一 の ｢監視｣
( 情報の 管理と社会的監視) する体制 へ の 批
判と な っ て い る ｡ 牧師は権力者側が 一 般庶民
に対 して犯 した罪を告発する文書を匿名で 公
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容は ｢自分の 目に 触れたある種 の罪 一 囲 い
込み , 追 い 立て , 巡回裁判評決 , 軍隊生活の
形で強者 が弱者に犯 した罪 (9)｣ に つ い て で
あ る ｡ 牧師の 罪名は匿名の 罪 とされて い た (二
こ の 時 t 気が狂う程の 衝撃を彼が感じた の は ,
言論の 自由や民主化を求め る個人を名前に よ
っ て監視 ･ 制御する体制の 実体を彼が知 っ た
こと による ｡ 今まで 自分の もの と思 っ て い た
個人の 名前と は , 実は当局の 所有物 であり ,
獣につ ける首輪の ように個人を拘束し , 意の
ままに操る ための 道具だっ た こと を悟っ た こ
とによる の だ｡
第二 の ｢軍事力｣ (戦争の 産業化 と い う状
況の もと で の 暴力手段の管理) の特性は , イ
ギリ ス船 Se aho r se号が フ ラ ン ス 軍艦 に砲撃
された事件を通 して批判されて い る ｡ 金星通
過 の 天体観測の ため に ス マ ト ラ ヘ 向か っ た
メ - ソ ン とデ ィ ク ソ ン は , たまたま牧師と 共
に Se aho r s e号 に乗船して い て , こ の 事件
に遭遇 したの だが , 命の危険に晒され , 恐怖
を感じて も , 逃れる こともで きない 自分たち
の状況を意識するばかりであ っ た ｡ こ の ように ,
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強力な軍事力は 一 般市民を犠牲にする形 で悲
惨な戦争を引き起 こ して い ろの であ る ｡ 既 に
述 べ たように , ス ト ラ ウ ドの織工 の ス トに代
表される労働争議で も , イ ン ディ ア ンと植民
者との戦い でも , 顔庄に当た っ た軍隊は冷酷
な侵略者の側面を見せ て い るの である ｡
第三 の ｢ 資本主義｣ ( 競争的な労働市場や
生産市場を背景とする資本の 蓄積) とい う特
徴で は , 植民地帝国主義の 時代を反映して ,
奴隷制 が大きく ク ロ ー ズ ア ッ プされて い る ｡
メ - ソ ン たちが行く先々 , 希望峰 , セ ン ト ヘ
レナ島 , ア メ リ カ , No地 Cape と全て の 土
地 は , 奴隷制とい う非人間的制度で摩周され
て い た ｡ 奴隷制における労働の 搾取 という点
で は , ス トラ ウ ドの 織工や ダ ー ラ ム の 炭鉱鉱
夫 の 労働 争議も同 じ根をも っ て い る と言 え
る ｡
第四の ｢産業主義｣ (自然界の 変容一 別造
された環境の 発達)とい う点に関 して 見れば ,
作品に描かれた様々 なライ ン が こ の 間題の 本
質を表して い ると考えられる ｡ ラ イ ン は , 刺
権の ために自然を分割 して支配する ために作
られる人工物だか らである ｡ 新大陸ア メ リカ
に お い て も, 自然は 植民 地化され る と同時
に
, 測量され , ライ ンが引かれて , 利潤追求
に都合が良いような優先権や制御権が確立さ
れて い る ｡
6'
こう して大自然 は , ライ ン を通
して権力側の 秩序構造に取り込まれて い くの
だが , その 際 , 利潤を追求する企業が必ず介
入する ｡ ｢ 市場 はあ らゆ る囲い の ない 土地 に
慣例法をも っ て出現 し , 権力は ラ イ ン と標尺
で体制を整えて いくの だ｡ (281)｣
ラ イ ンがは らむ問題は , メ - ソ ンと ディ ク
ソ ン が測量 した ア メ リカの 植民地 ペ ン シ ル バ










, 木々 を伐採し , 自然を破壊し , 地形を無
視して作られた人工的な道であり , イ ンデ ィ
ア ンが自然と共存する中で , 自然にで きた踏
み 分け道 ｢偉大なる戦士の 道｣ とは対照をな
す｡ ｢川に接する時の ように , こ の 小道に接
する (646)｣イ ンデ ィ ア ンに と っ て , ｢こ の小





切断する こ とは , 川 に土 の ダ ム を作 るような
もの .(647)｣なの であ る ｡ ライ ンに表される
西洋的な自然の 制御方法に対 して , 東洋的価
値を尊重する中国人風 水占い 師 Z hang は ,
｢ 荒廃 の 大通り (679)｣, ｢悪 の暗渠 (701)｣ と
称 して , 厳しく断罪 して い る ｡ 東洋的観点か
ら眺め ると , ｢境 界とは海岸線や尾根 , 川 の
土手と い っ た自然に従うもの (542)｣であり ,
西洋的な意味の ｢正 し い 1ine｣ は , 自然 の
各々 の 方位を支配して い る動物をも傷つ ける
行為なの である ｡ また , ライ ン により分割さ
れた世界は , 原初の 全 - 的な世界を分断 し ,
そ れと同時に 人間の 他者と の 連帯感を失わ
せ
, 差別を産 む元凶にもな っ て い る ｡ イ エ ズ
ス 会神父 也e Wolfoりesu sは , 愛や信頼 , 同
意が 得られな い 世界を制御する手段と して
｢壁｣ と い う ライ ン が作られた が , それは世
界の 投獄化で ある , と語 っ て い る ｡
′
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M aso n& Dixonljne
'
によ っ て分断さ
れた ア メ リカ国民は , 後に国を二 分する南北
戦争と い う内戦を引き起 こ すこ とに なるの で
ある ｡ さらに優先権の ル ー ルや制御ル ー トが
ラ イ ンに従 っ て確立された時 , ア メ リ カと い
う新大陸の楽園は ,無限の 可能性を制御され ,
有限化されて しまうの だ｡
. . .Ea rthlyPar adis e, Fo u ntain of Yo uth,. . .s afe till
｢Ma so n& Dix on一 英国植民地時代における二項対立の 構図｣
the n extTe rritorytothe We stbe s e e n and
rec o rded, m easu r
'
d and tied in, ba ck into the
Net- Work of Points alre ady kno wn,. . .changlng
all from s ubju n ctiv etode clarative, redu cing
Pos sibilide sto Sim plici也e sthatse rve the ends
of Gove m m ents, - … as su ming 也em unb 也 e
bare m o rtal Wo rldthatis o u rhom e, and o u r
De spair. (345)
こ うした意味で , ライ ンは西欧近代を待たず
とも , 人類の 歴史の誕生と共に始ま っ た現象
と言 える か もしれな い ｡ 少なく とも作者は ,
文明社会を築く上で不可 欠の 要素と考えて い
たようで ある ｡ 聖書の創世記で も , 天地創造
の 二 日目 に神 は天 空 と 上下 の 水を分割 し ,
｢最初の境界線を作り , そ の 後の 歴史の すべ
て は , さらな る分割 に過 ぎな か っ た (361)｣
と登場人物の 一 人は語 っ て い る o ラ イ ン は境
界線とな っ て , 事物を識別させ る機能も果た
すが , 権力も作動させ ると い う諸刃の 剣の 作
用をするの だ ｡ そう した権力構造 と深く結び
つ く ラ イ ン の 性質を本能的に 感じ る か ら こ
そ , メ - ソ ン たちは境界線測量の 仕事の 正当
性に疑問を投げか けて い る の であ る｡
He ha sc eねinly, a nd m o rethan o n c e, too,
dr eamthim selfupo n adark M is sion who s e
detailshe can n e v e rquite rem e mbe r,feelingln
the grip of Fo rc e s n o o n e willtell him of,




dtheW ork &o m the o utset(394)
作中に描 か れ た別 の ラ イ ン も権力と関係し
て い る ｡ デ ィ ク ソ ン が ダ ー ラ ムで測量士と し
て携わ っ て い た ｢囲い 込み｣ の ライ ンもそう
だ｡ 英国における囲い込み運動は , 16世紀の
毛織物の 興隆と共に始まり , 作品の背景とな
る18世紀後半で は議会公認 の 議会制囲い込み
で 耕地 の 半分以上が すで に囲 い込 まれて お
り , 19世紀に は開放耕地は ごくまれにな っ て
しま っ たとい われる ｡ 囲い込み により , 貧農
は薪を採っ たり , 家畜を放牧で きる共有地 を
失 い , 農業を捨て て , 資本主義を支える賃金
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労働者にならざるをえなくな っ て いく の であ
る ｡
ライ ン は空間ばか りで なく , 時間に も存在
する｡ 1752年に英国で実施されたカ レ ン ダ ー ー
改正で は , 日付は 9月2日からい きなり9月
14日に飛ばされ , 権力者である政府の 一 方的
な時間 へ の 介入と操作を国民全休が意識した
事件であ っ た ｡ ヨ ー ロ ッ パ諸国と共通の カ レ
ン ダ ー を採用する必要か ら , それまで の ユ リ
ウ ス 暦か ら グ レ ゴ リオ暦に 改訂され た の だ
が , 人々 は ｢ 議会が制定した時計の 同じ 一 振
りにより , 比茸ない侮辱を受け , 暦の 傷を背
負い続ける こ とに な っ た (555)｣ と牧師は述
懐して い る ｡ 強制的に奪われた11日間は ｢人
生と い う織物に走 る裂け目｣ と なり , 人々 に
心 の 傷を残し た ｡ メ - ソ ン も例外で は な い ｡
牧師は 二人 の F)
'
e)dJo um a)の 記述の中に , ll
日お きの周期をも っ て , 時計の 振り子の よ う
に測量 の場所を移動する パ タ ー ンが繰り返 し
現れて い るこ と を発見して い る ｡ 失われた11
日間が二 人の 深層心理に与えた影響をそ こ に
読み と る こ とがで きるの だ ｡時間にお い て も ,
空間と同様 , 継 ぎ目ない自然な流れを理想と
する東洋的思想が対崎されて い る ｡ 荷物と し
て船 上に乗せ ら れた Sbelto n 時計と Ellic ott
時計は , 大海原の 自然な鼓動を感じて ｢自ノ分
の振 り子 の長さや , 一 日の 分割に関わりなく ,
多少の抵抗を して も波の鼓動に合わせ て時を
刻み た い と い う誘惑(123)｣を感 じて い る o
また , カ レ ン ダ ー 改正と係わる Ma ccle sfield
伯も , 西欧的時間の概念を尊守しながら , そ
れとは対立する時間 へ の 接し方の 必要性を感
じて い る ｡ 彼が雇 っ た東洋人 の存在がそれを
暗示して い る｡ その 東洋人は ｢西洋人の よう
に時間の経過に対 して恐帰心 を抱かず , む し
ろ時間に無関心で , で きるだけ純粋に透明に
時間に接 して い る ｡ (195)｣そう した意識を
反映するように , 彼らが使う言葉には , 動詞
の 時制がなく , 時間の 制約か ら解放されて い
るの で ある ｡
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メ - ソ ンたちが作 っ た ライ ンは , ペ ン シ ル
バ ニ ア とメ リ ー ラ ン ド両植民地の82年にも及
ぶ境界線紛争を解決 し たと い う点 で は 一 見 ,
正の 作用をなして い る かに見える ｡ 7) だが先
述 し たように , 二 人が作 っ た ライ ン は , 奴隷
制を敷く植民地 と賃金労働制をと る植民地の
間に境界線を引い た ｡ Cape, セ ン ト ヘ レナ , ア
メ リカと 二 人が 行く先 々 の すべ て にあ っ た奴
隷制 , こ の奴隷制を容認する地域を作る ライ
ン を二 人は引きな が ら , ｢こ の 公の 秘密 , こ
の 恥ずべ き核が どこ か他の場所にある か の よ
うなふりをして (692)｣きた の だ｡ 4年10 カ月
に 及ぶ ラ イ ン測量の 終了間際に ｡ Baltim o r e
の 町で奴隷監督が奴隷たちを鞭打 つ光景を目
に し た時 , デ ィ ク ソ ン は鞭と奴隷の 間に立ち
は だか り , 鞭を奪っ て奴隷監督を打僻し , 舵
隷を解放 し た｡ 平和主義の ク エ ー カ ー 教徒で
ある デ ィ ク ソ ンに と っ て も , 奴隷監督の 残忍
さは容認 で きなか っ た の だ｡ こ の 場面は , デ
イ ク ソ ン の これまで の 体験に対する最終的な
意志表示 と解釈できる c 他方 , 同じ場 にい た
メ - ソ ン はディ ク ソ ンの 勇敢な行為を賞賛し
なが らも , 傍観者 の立場を保持した ｡ こ の 事
件に関して , 牧師は次の ように述 べ て い る ｡
He rein M a ryland, they had a choic eatla st,
a nd Dix o n cho seto act
,
a nd Ma s o nn ot to, -
unle s shehadto, - whateach ofu s wishe s
he mightha v e也 e u nthinking Gra c eto do,
yetfailsto do二To actfo ral1tho s e ofu s who
ha v e sofailed.(下線は筆者によ る) (698)
デ ィ ク ソ ン は ｢行動する｣ こ とを選ん だが ,
メ - ソ ンはそうしなか っ た ｡･, こ こ で注意 し た
い の は , 事件を語る牧師は ｢私たち｣ と い う
代名詞を使用する こと で , メ - ソ ン だけで な
く ,語り手自身や聞き手の Le Spark家の 人々 ,
さらには読み手 の読者をも巻き込む形で , 傍
観する怠惰を戒め て い る こと で ある o そ こ に
は , 行動する こと を望み , ある い はする だけ
の 雅量 がありなが ら , 行動 しな い こう し た
人々 の存在こそが権力の支配を許す元凶に な
っ て い ると い う ピンチ ョ ン自身の考えが窺え
る の で あ る ｡･ピ ン チ ョ ン は
"






(1993)と題する エ ッ セ ー で ,
七 つ の 大罪の 一 つ , ｢怠惰(Slo仙)｣ の 現代型
の 最 初 の も の と し て , M elville の 短 編
"
Ba rtlebythe Sc riv e ner:A Sto ry of W all-
Str et
"
(1853)の主人公 M byを挙げてい る｡8)
バ ー ト ル ビ ー は
"
I w o uldprefe r n ot to
"
と言 っ
て , 一 切 の 行動を しない こと で , 悪の 世界へ
の 協力を拒んだ ｡ しか し , ピ ンチ ョ ンにと っ
て , それは怠惰な罪 に当たる の で ある ｡ 傍観
する怠惰の 罪 こそが , 1920年代 . 30年代の世
界的な フ ァ シ ス トの 台頭や ヴ ェ トナ ム戦争を
許 した o 現代型の 怠惰とは , 正しい こ とを選
ぶ機会が与えられなが ら , や る べ きこ とを怠
る こ とを指す｡ 怠惰によ っ て 道徳的な苦悶を
感じ ない わけで は ない が , 絶望的な苦 しみを
味わうまで に は至ら な い 人々 が現代で は多数
派を占めて い るの であ る｡ か つ て繊エ ス トラ
イ キを無力なまま傍観し , 妻の耗族や父 の助
けに なれず , 故郷ス ト ラ ウ ドを逃げ去 っ たメ
- ソ ン は , 再び奴隷問題 で 逃げたの で ある ｡
奴隷制 に象徴される人間 へ の 差別と抑圧の 状
況 は , メ - ソ ンや デ ィ ク ソ ンや牧師たちが生
きた時代か ら今日まで , ア メ リカ で は解消さ
れる こと なく続い て い る ｡
W he nthe Ho ok of Nightis w ells et, . ｡ . slo wly
into the Ro o m begin to w alkthe bla ck
s eⅣ a nts,thelndia npo o r,thelrisb m n a w ays,
the C hine s eSailo r s, the o v e rdo w
'
d fro mthe
m ad Ho spital, alluncho s e nP hiladelphia,
…
They bringtheir Scars, their Po x-pitted
Cheeks, their Bu rde n s a nd Los s e s, their
fe v e rish Eye s, their pro ud fello w shipin a
M obilitythatis to be, who s e shape n o n e
in sidethisHo u se m aykn o w.(759)
夜 , 皆が寝静ま っ た時に , Le Spark 家にど こ
か らともなくわき出た人々 一 黒人召使い , 貧
しい イ ンデ ィ ア ン , アイ ル ラ ン ド人逃亡者 ,
中国人水夫 , 精神病院か らあふ れで た狂人 -
｢Mas on& Dixo n一英国植民地時代における 二項対立の 構図｣
は , 時を経て やが てCb*g of Lot 49 の 舞台 ,
サ ン フ ラ ン シ ス コ の 夜の町にう ごめく差別さ
れた W ASTEの 人々 となり , ある い は ロ ス ア
ン ジ ェ ル ス の 貧民街 Wa仕s に生活する ｢貧乏
人 , 敗北者 , 犯罪者 , 自暴自棄の 人々｣
9'
と
な るの で ある ｡
3 . 西欧近代の理性 ･ 合理主義偏重
の原理 へ の批判
西欧近代の 社会制度 は , 牧師によ っ て 反西
欧 的視座 か ら批判されて い た ｡ しか も , 彼の
批判の対象は制度 だけに留まらず , その根底
に流れ る理性 ･ 合理主義偏重の 原理に まで及
ん で い る ｡ 背景と なる18世紀 は , 理性 の 時代 ,
啓蒙主義の 時代と して知 られて い るが , こう
し た精神を具現す る英国学士院 , 産業革命 ,
百科全書派の 啓蒙思想 , 理神論と い っ た事柄
が作品で は言 及されて い る ｡
1662年に正式 に 発足 し た イ ギリ ス学士院
は , 現象の 観察と実験 と い う近代的自然科学
の 研究方法を用 い , 数 々 の 科学上の 発見の 時
代を開い た o 以来 , 本作 品の背景と なる1700
年中頃までに , 学士院は天文学を初め , 気学 ,
医学 , 生理学 , 鉱物学 , 鳥学 , 植物学などの
諸分野に 飛躍的 な進歩をも た ら し た の で あ
る o ま た , Ar n old Toynbe e は ヨ ー ロ ッ パ 産
業革命の 始まりを 〃 & β の 背景と同 じ1760
年前後と して い るが , 産業革命の 発展も , 令
理的精神と客観的な科学 の 発達が産み出し た
もの である ｡ さ らに , 啓蒙主義の思想も , 人
間悟性に全幅の 信頼を寄せ る合理主義の 精神
に貫か れて い る o その 知的系譜 は1 751年から
17 72年に か けて フ ラ ン スで完成された , 本文
17巻 , 図版1 1巻 か ら なる百科全書に端的に表
れて い ると言われる ｡ その 基本的立場は合理
主義であり , 筆者たちは古い 権威や信仰か ら
人間精神を独立させ る こ とを目指し た ｡ 宗教
界で は t こ の 時代に理神論が台頭して きた ｡
理神論で は , 理論から割り出し た神は認め る
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が , 神秘性 , 超自然的啓示 , 奇跡とい っ た非
合理的要素や信仰箇条は否定する合理主義的
世界像を求め たの で ある｡
こ うした18世紀の支配的精神が , 大きな存
在感を作品に与えて い る ｡ だが , それと は 村
照をなす非合理的 , 非理性的要素は , も っ と
大きな存在とな っ て い るように思われる ｡ 作
品の語り手は超自然性を本質とする宗教に仕
える牧師に設定されて おり , 彼が語 る時は ,
神の 子キリ ス トの誕生を祝うクリ ス マ ス に な
っ て い る ｡ また , 彼の立場を補強する か の ご
とく , 物語の冒頭と末尾には話 しをする超自
然的な犬 ,
`
¶1 e Lea rn占d English Dog
'
が 登
場して , 牧師と 同種 の フ レ ー ム の 効果を与え
て い る ｡ それだけで なく , 作品に は作者特有
の 非合理的 エ ピ ソ ー ドが溢れて い る o 蛇も時
計もゴ ー レ ム も犬と 同様に話 しをする ｡ 対ス
ペ イ ン戦か らオ - ス トリア継承戦争 へ の 長斯
戦争の端を開い た ｢Je nkin の 耳｣ 事件の 切り
取られた耳は , 瓶の中か ら起 きあが ると , 客
の言葉に聞き入 る ｡ 巨大な電気 ナ マ ズ Felipe
は , 強力な電気を発 し ｢奇妙に 恵み 深く賢 い
(434)｣ 表情で人間に お じ ぎをする ｡10)他にも
重さ4ト ン , 高さ10フ ィ ー トもの 巨大な グ ロ
ス タ - チ ー ズ , 教会の 尖塔よりも背が高 い 超
巨大な野菜 , 死者の亡霊 , 自己複雑化の 能力
をもつ 機械の 鴨 , 極北 の地下世界にある別な
文化社会 , あ る い はま た , 魔術師 , 風水師 .
占星術 , 様々 な神秘思想と い っ た事柄が作品
に描 か れて い る ｡ デ ィ ク ソ ンも空中浮遊術を
使い , 魔法を信奉して い た ｡
こ の ように作品内で は数 々 の 超自然的要素
が科学的 , 客観的事実 と共存して おり , 不思
議な世界を醸 し出 して い る ｡ エ ッ セ ー
"
Isit
0.K to Be ahlddite?
"
の中で , ピンチ ョ ンは
｢理性の 時代｣ と呼ばれた18世紀に ゴ シ ッ ク
小説が流行 した理由と して , 神秘性 へ の 人々
の 要求をあげて い る ｡ ｢奇跡の 時代と して 知
られるように な っ た初期の 神秘的な時代に対
する深 い 宗教的な憧れ｣ll) が人 々 の 心 の 中に
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ある の だo 18世紀以前 , 特に中世の 頓に は ,
自然の 法則はそ れ程厳密に理解されて お ら
ず , 巨人や ドラ ゴ ンが生息し , 魔術は単なる
機械装置に化して は い なか っ た ｡ 〟 & βの
中で も ,同様の思 い が繰り返 し語られて い る ｡
… inhabit a pa rt of Engla nd whe r e a ncie nt
c re atu resm ay yet m o veinthe Du sk, and the
anim alsfly, andaledeadpop inn o w a nd the n
for c offe e and a chat. Upo n myho m e soil, the
Grou ndfo rgr o wing any such Wondersha s
be e n c m elly pois on
'
d withthe c oming ofthe
hydraulick I.o om s a ndthe ap pe aran ce ofn e w
s o rts of w e althyindividu al, thelate- co m e
ruler s. . . .(313)
水力紡績機に代表される新しい テ ク ノ ロ ジ ー
と資本家階級の出現が神秘的な要素を破壊し
た とする上述の 主旨 は ,
"
Isit O. 冗. to Be a
hlddite?
"
の 主張と同 じもの で ある ｡ こ の 時
代に ア メ リカ で は , イ ル ミナ チ , フ リ ー メ -
ス ン ,
`
Ele ctCohe n s
'
等の 様々 な秘密結社が
誕生 した こ とを牧師は語 っ て い るが , や はり
神秘を求め る人 々 の 要求を反映して い る の
だ ｡
Keith ¶1 0 m a Sによ ると , 科学技術の 発達
と秩序ある合理的宇宙観の台頭を背景に , イ
ギリ ス で は17世紀末まで に宗教と魔術 は衰退
して い る ｡ だが , その 因果関係は単純なもの
で はなく , 今日でも神秘的治療 , 中国の 易占
い , 占星術 , 数々 の オカル トや心霊主義が流
行 しており , ｢人口 のほ ぼ四分の - は - - 魔術
師と呼ぶ の に きわめてふ さわ しい宇宙観をも
っ て い る｣ と最近の 調査報告をあげて い る ｡12)
人類学者 Br o nislaw M alin ow skiの 論に よる
と , 魔術は ｢人間が埋 める こ との できない割
れ目 , つ まり自ら の知 , ない し現実的抑制の
能力の 隙間に出会い , それで もその 追求を止
める こと がで きない場合 , 必ず起こ ると期待
しうるもの であり , そして
一 般に見つ か るも
の｣13) で ある ｡ これらの 論か らも推察で きる
ように , 超自然的な要素は時代に関わりなく
人間の 心に存在するもの なの だ｡
ピンチ ョ ン作品で は , これまで にも60年代
の カ ウ ン タ ー カ ル チ ャ ー に 見られ る エ マ ソ
ン
,
ソ 一 口 - らの ト ラ ン セ ン デン タ リ ズム や
東洋的神秘思想が重要な価値と して捷示され
て い た ｡ また ユ ン グが説く主観的直感力や無
意識も大切な要素とな っ て い る ｡ ユ ン グは ,
人間精神の営み を ,理性が働く客観的意識と ,
感情 , 直感が働く主観的意識の 二面に分けた
が , こ の どち らか 一 方を切り捨て る こと は で
きない ｡ 例えば , 人は死に遭遇 した時 , 死が
変身 , 無化 , 自然の 提である とい っ た客観的
認識に至 る ｡ しか し , 主観的意識はそ こ か ら
衝撃や恐怖 , 苦悩や不安を抱き , 降霊術や神
話等に よ っ て死の現象を拒否 , ない し忌避 し
ようとする ｡ そ こに は客観的な死 の認識と ,
それを信じる こ とがで きない 主観的な意識の
両方が , 他者を本当に無効に しな い唆味な関
係で両立 して い る ｡ 人間の 意識とは こ うした
二 つ の 意識 の混乱 した合体なの で ある ｡ 科学
がどの ように発達し ,実理が発見されようと ,
一 人 一 人 の 個人に と っ ては自然界に は謎や未
知 の もの , 驚異や神秘が溢れて い る ｡ こ の 不
確かな割れ目を補うため , 主観的意識は幻想
を作り , 宗教や神話や魔術を生み出し , 常軌
を逸脱 して いく o Edgar M orin が言うように ,
人間は寄観的意識が働く理性の 人 (賢人) で
あ ると同時に , 主観的意識が働く錯乱 の 人
(狂人) なの で ある ｡4)
科学界に偉大な発見をもたらした コ ペ ル ニ
ク ス , ケプラ ー , ニ ュ ー ト ン は占星術を信奉
し , 少なくとも 一 つ の魔術秘密結社の メ ン バ
ー で あ っ たと いう . メ - ソ ンと深 い関係 にあ
っ た英 国天文台長 の M a skelyn e も , セ ン
ト ･ ヘ レナ島に い た時代に ｢危険な程 , 狂気
の 人(128)｣ で あ っ たと牧師は語 っ て い る ｡
マ ス キリ ン に と っ て , セ ン ト ｡ ヘ レ ナ島は
｢意識をもつ 生き物で , 地下 か ら生 まれ る力
に よ っ て生命を吹き込 まれて い る ｡ (128)｣
島の 活火山が噴き出すガ ス とあたり 一 面の地
｢Maso n& Dix on一英国植民地時代における 二項対立の構図｣
獄の ような光景も , 彼にと っ て みれば ｢ 執拙
な幽霊 , 大昔の 罪 (132)｣ が取り つ いて い る
証拠なの であ る ｡ ある い は理性的に行動する
メ - ソ ン たちに も錯乱の 人の 面 が見られる .
ラ イ ン測量の ため原始林の 奥深くに 入 っ て行
っ た時 , ｢だめだ - - こ れ以上 だめだ - - こ
れ以上入 っ て は だめだ (634)｣, ｢おまえたち
は西端の 道標を超 えて 奥深く に入り過ぎて い
る (635)｣ と ささやく声が 二 人 に は聞 こ え ,
風 の 音だと反論 して もどうしようもなく なる
の で ある ｡ ケプラ ー は ｢占星術 (astrolog y)
は , 天 文 学 (a str o n o my) の 理 不 尽な姉
(136)｣ と称 したそ う だが , 理性と非理性は
本来兄弟関係にあり , 密接に 関わ っ て い る ｡
しか し , 西欧社会は い つ の まに か理性の み を
偏重 し , 非理性を排撃 , 抑圧するようにな っ
て しま っ たの である ｡
こ の 意味で , 牧師が しばしば紹介する反西
欧 的視座 , 特に主観的意識 と客観的意識の 区
別が な い両者が 一 体化し た世界観や狂気に価
値を置く考え方は , 西欧文化の規範に再考を
促す作用をして い る ｡ 例えば , 悪夢に悩まさ
れて い るメ - ソ ン の 精神治療者と して紹介さ
れた男は M alay の Negrito 族だが , ｢Negrito
族 の 信念に は , 夢の 中の 世界と目覚め て い る
時の 世界は同 じように現実の もの だ(70)｣ と
いう考えがある ｡ ある い はイ ン ディ ア ン には ,
自然と人間 , ある い は自然と超自然との 明確
な峻別意識は存在しない ｡ 人間は自然の 一 部
で あり , 人間にも , 動植物にも , 山や川 , 壁
や大地の 無機物に も超自然が宿ると考えて い
る の である ｡ だか ら人間が動物に変身したり ,
逆に動物が人間に変身するの は ごく自然な こ
と とされて い た の である ｡ 西の地平線上に住
む とイ ン ディ ア ン が信じて い る神は , 人間と
同じく , 文字通り具体的な肉体を備えた存在
なの だ｡ 測量の ため に星を観測する メ - ソ ン
ら白人には , 一 方的に星を見る意識しかない
が , イ ンデ ィ ア ンが星を眺め る時 , 星の 方 か
らも人間を注視 して い ると い う考えが ある ｡
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い わば人と星は , 釣り人と魚と同 じ関係に あ




に相当するの だ｡ またイ ンデ ィ ア ン は ｢狂気
を敬う｡ 彼らにと っ て狂気は聖 なる状態 なの
で ある ｡ (674)｣ 日本の禅宗で も , ｢公案を前
に して修業者が隈想をする時 , 聖 なる狂気の
状態 に ま で 至 る こ と が必要 とされ て い る ｡
(22)｣逆説的な公案が教える矛盾し合う対立
概念が統 一 された世界と は , 非合理的な , そ
の意味で は狂気の 世界なの である ｡ と ころが ,
西欧社会は狂気を抑圧する ｡ オ ラ ン ダの 植民
地とな っ て い た ケイ プタ ウ ン で は ｢素直な妄
想患者か ら人殺しで も しそ うな凶悪な者ま
で
, 人種 , 状態 , 病気 の 程度に 関わりなく ,
あら ゆ る狂人 (152)｣ が奴隷小屋の 中に閉じ
込 め られ て い た こ と を牧師は 語 っ て い る o
フ ー コ ー は F狂気の 歴史』 の中で , 西欧近代
社会が狂人を 一 般社会から隔離した過程を描
い たが , こう した精神は植民地帝国主義の 時
代に全世界に波及 して い き , 反西欧的なもの
を封 じ込め たの で ある ｡ 牧師は若 い頃 の 投獄
体験を通 して 西欧 シ ス テ ム の 真実を知 っ た
時 , ｢狂気に陥 っ た (10)｣ が , 狂気と は , こ
う した意味にお い て西欧社会の規範を逸脱す
る理念を表して い ると解釈できるの である｡)
主観的意識が客観的現実 の あらゆ る制約を
越 えて は ばたく常軌逸脱や錯誤 , 無秩序な祐
復や空想の 産物は , 創造性や 独創性 , 卓越性
を産み出す｡ 15)逸脱は革新と さらなる豊穣を
産み出すため に必要な過程なの である ｡ だか
ら社会の根本的な変辛が生ずる時代に は ,一 い
つ でも ヘ ル メ ス - メ ル ク リウ ス 的元型 が形作
られ , トリ ッ ク ス タ ー 的現象が見られるの だ｡,
中国人風水師 Zhang は , 人間の 理性と秩序
による統制が 及ばない 自然 , 即ち ｢ 森は暗黒
の エ イ ジ ェ ン トでは ない (615)｣, 森こそ人間
を異に啓発するもの であると述 べ て い る ｡. ア
ダ ム とイ ブは森の 木の 実を食べ て知恵を獲得
し , 木の 下で ブ ッ ダは悟りを開き , ニ ュ ー ト
ンは万有引力を発見した こ とは , Zha ng に 大
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きな示唆を与えて い るの だ｡
他方 , 主観的想像力は , 牧師の 語りの 中で
社会に対する独創的なユ ー トピア像と して結
実 して い る ｡ 主観的想像力は , 非合理的で あ
るが故に , 理性が理解する現実原則か ら解放
され , 現実を魔術的 , ユ ー ト ピア 的に変形す
る可能性をもつ か らだ｡ N. フ ライ は , ロ マ ン
ス の 形式に日常的世界を変形する こ と.をめぎ
す願望充足; ない しは ユ ー トピア 的幻想を認
めて い るが , 本作品に見られる超自然的要素
に も 同様の 機能が 見られ る の だ ｡ 16'科学者
Ja cqu esde Vau c a n s o nが作 っ た機械の 鴨は ,
そ の好例である ｡ こ の鴨は機械でありなが ら ,
消化 , 排池だけで なく , 人間と言葉による意
志疎通が で き , 無生物の 世界か ら脱 して い る ｡
だが何より驚く べ きことは , こ の鴨は生殖機
能こそ備えて い ない もの の , 有機的生物大系
と同じように外部の無秩序な情報や雑音を取
り込み , 錯誤 の過程を経なが らも , そ こ か ら
新 し い 創 造 を 組 織 化 す る 自 動 生 産 体 系
(autopoie sis)をも っ て い る こと だ｡ そ の ため ,
鴨は登場するたびに新しい能力を開発して い
る ｡ 飛 ぶ速度に磨きをか け , や がて は超高速
で姿を消して飛ぶ能力や壁を自在にすり抜け
る才支術 , イ ンデ ィ ア ンの 大群を総崩れにさせ ,
山を平らに し , 郡 一 体の 土地を半日で耕して
しまう技など , 数々 の超能力を鴨を示 して い
る ｡ 鴨のずば抜けた ス ケ ー ル の 能力は , 人々
の夢や願望であり , こ の 意味で鴨はス ー パ ー ･
ヒ ー ロ ー と言 える o 鴨に 見られ る強力な攻
撃力と野蛮な攻撃本能には , 核による人類破
滅の 脅威 を抱え るまで に到 っ た科学の 発達
と
, それを制御する人間の 原始的攻撃性に警
鐘を鳴らす寓話の ようにも見える ｡ しか し機
械の鴨は , 人間の 食べ 物として犠牲となり続
けて きた弱者と しての 鴨の側に立ち , 人間 へ
の 怒りと復讐心を抱い てい る点で , 作者が こ
れまで描い て きたカウ ン タ ー フ ォ ー ス の 特徴
を備えて い る ｡ そして機械の鴨が柔軟に関心
を変え , 生命特有の ｢自己袴雑化(373)｣ の
能力を示して い る姿には , 固定 した規掛 こ縛
ら れた 西欧近代に 戦 い を挑む カ ウ ン タ ー フ
ォ ー ス の夢が託されて い ると解釈で きるの で
ある ｡
u ste rで の 金星通過観測の 際に , デ ィ ク ソ
ン が行 っ たと主張する極北の地下世界の 不思
議な詰 も , 奇想天外な理想郷 を示 して い る ｡
大地の 奥深くにある空間に は , 異常に大きな
目を した人間 (?) がコ ウモ リ の ように逆さ
に な っ て ｢地球の 内側の表面 (739)｣ を歩き
回 っ て い る ｡ 当然 , 彼らの 生活は地上の 人間
と は異な っ て い る ｡ だが非常に重要な違い は ,
凹面状をなす地球の 内側の 表面で は ｢皆が他
の 皆の 方を向い て い る 一 皆の主軸が 一 点に
集ま っ て い る , - だ か ら少なく とも互い の
存在を認め させ られ 一 行動規範に関する全
く異 なる 一 連の 規則が で きて い る (74 1)｣ こ
と だ｡ それに対して , 丸い地球の 凸面状の 大
地 の上 に い る人間は皆 , 別方向を向き , その
主軸は収赦する こ とが ない ｡ その ため , 他人
へ の配慮を欠き , そ の結果 , 人間性無視と差




- ソ ンは , 科学的論理に反する
事柄が信じ られず , ｢神が たびた び顕現 する
こ と (747)｣ を好まない 典型的な理性の 人と
して語られて い る ｡ 作品で しばしば言及され
る , 時代の観測機材を駆使したメ - ソ ンらの
ライ ン測量方法は , 正確で寄観的な科学的ア
プロ ー チ の仕方を読者に実感させ る ｡ しか し ,
金星通過観測の際に メ ー ソ ン らが陥 っ た ｢荘
然自失｣ と ｢魂の 転換(100)｣ の 状態が宗教
亭こおける恩寵の 顕現 の 体験と同質なもの と し
て ディ ク ソ ンに は理解されたように , 純粋に
科学的な観測で も神秘的な要素が伴われてい
る ｡ メ - ソ ンに と っ て , 理性の 理解を越えた
非合理的要素は , 亡-き妻 Rebekah の 亡霊に
｢Mas on& Diro n一対司植民地時代における二項対立の 構図｣
象徴的に表されて い ると考えられる ｡ レ ベ ッ
カ は 西欧社 会によ っ て ま だ完全 に征服 され
ず , 自然の 神秘が息づ い て い るセ ン ト ヘ レ ナ
島や ア メ リ カの 大自然を背景と して , 亡霊と
な っ て現れると ｢人が推測すらできない地球
の秘密(172)｣ を語り , ｢ある時点を越 え ると
思考がほ と ん ど役立 た な い (409)｣ こ と を告
げて ,理性と知 の限界を彼に教えたの で ある ｡
彼にと っ て彼女の 霊を否定する こ とは , キリ
ス ト教を否定する こと にも繋が る ｡ なぜ なら
｢コ リ ン ト人 へ の 第 一 の手紙｣ 第15章に ｢も
し死人の 復活がない ならばキリ ス トもよみ が
えらな か っ たであろう｣ と記されて い るよう
に
, キリス ト教信仰の核には死者の 復活 とい
う超自然現象がある か ら だ｡
非理性的な要素は , 外部の 世界に だけ見 え
るの で はない ｡ メ - ソ ン は自己の理性こそ彼
の 本性を表すもの と思 い なが ら も , もう 一 つ
の 非理性的な内なる自己の 存在に既 に気付い
て は い た ｡ オ ッ ク ス フ ォ ー ド大学 Bodleia n
図書館で古代の 秘技を研究 した時の こ とだ ｡
彼は , 突然 , 本棚の 列の ｢い た る所に (存在
が感じられ る) 霊が 待ち伏せ して (559)｣ い
るように感じ , 恐怖の 中 , コ ウ モ リに過 ぎな
い と科学的に自分を納得させ ようと して い る
内に , 自分に 内在するもう一一 つ の 自分に 気付
く の だ｡
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も食い つ くす程にな っ て い る様子 が窺える ｡.
メ - ソ ン の 状況は ユ ン グ的深層心理学の 観点
か ら見ると ,心の中の 対照的な二要素である !
意識下 の知的 , 合理的思考と無意識下の 感情
的 , 本能的 , 非合理的思考の 葛藤と解釈する
こ とも可能だ｡ 通常 , 後者は西欧社会の規範
で無価値なもの , ある い は タ ブ ー とされて無
意識 の領域奥深くに押し込め られて い る ｡ 神
経症や 分裂症は , 無意識下に抑圧されて い た
非合理 的要素が破壊的な形で 自我の続利か ら
反乱を起 こ した時の 症状なの である ｡ こ の よ
うな病的な状態 に至 らな い場合 , 後者の 力は ,
外部の ス ク リ ー ンに 自己を投影する こ と で 心
の バ ラ ン ス を保とうとする ｡ 魔術的な世界像
は , 実際の 外部の 現実で は なく , 心的現実が
外部に投影したもの と考えられるの だ｡ その
意味で , 図書館にう ごめく霊も , 後に現れる
ことになる レ ベ ッ カの 亡霊 も , 彼が抑圧し て
い る非合理的要素が下界の ス ク リ ー ンに投影
された もの と 解釈する こ と もで きる の で あ
る ｡ こ の ような場合 , ユ ン グに よると ｢個性
化過程｣ とい う段階を通して , 無意識の 領域
にある諸々 の影の要素に意識は耳を傾け , 両
者 の 調和と統合を果たす必要が あると いう ｡
ユ ン グは卓陀羅図に 見られ る秩序 , 全体性 ,
均衡が こ の統合を表現する人斉の 元型と考え
た が , ｢個性化過程｣ を経る と , 分離され て
い た二 つ の両極的意識は 一 段と高い次元で 統
合され , 深化した意識 , ある い は拡大した意
識が獲得される の である ｡ こ の時 , 自身にと
っ て否定的な側面や こ れまで活用されなか っ
た側面を経験 し , 身代わりに外部に投じて い
た投影を撤回するようになる ｡ そしてより大
きな寛大さや思 い やり , 人間的感情を示せ る
ようになる ｡ しか し , そこ に到達するまで の
｢ 個性化過程｣ で は , 無意識下 に抑圧され て
い た要素と の 葛藤が生 じ , 人 は不安定 , よる




に陥ると言われる ｡ メ - ソ ンが患うメ ラ ン コ
リ ー は こう した不安定な精神状態を表して い
ると解釈できるの だ｡17)
こ の ようなユ ン グ の 深層心理学的解釈を離
れて , メ -
.
1) ン の晩年の暗い精神世界を眺め
ると , そ こ に西欧近代の 人間が辿る宿命を見
い だすこ とが できる . 彼の メ ラ ン コ リ ー 症状
わ進行は , 人間の 邪悪な心が生み 出した残酷
な現実世界に対する厭世観が 原因すると同時
に , 理性の 限界を知 っ た暑が閉る虚無感が起
因して いると考えられる ｡ 彼が これまで旅し
て きた世界は , すべ て非人間的な奴隷制で躍
欄されて い た ｡楽園と思 われて い た新大陸は ,
西欧列強の 進入と 同時に利権によ っ て食い荒
らされ , み ん なの ｢絶望 (345)｣の土地 に変
わ っ て しま っ た ｡ 彼自身 , ア メ リカ の植民地
境界線の測量によぅ て , 権力の 暗 い面に加担
して しま っ た ｡ 理性に対する近代西欧の 信仰
は , 古い 権威や信仰か ら人間を解放して , 進
歩と自由を創造する理想的社会を生 むと信じ
られて い た ｡ しか し , 現実に作り出されたの
は , こう した無惨な世界だっ たの で ある ｡ 死




, 錘性と は程遠い 人の 心に潜
む残虐性を思うメ - ソ ン は厭世観から抜け出
せ ない で い る ｡ 彼L
L
= と っ て望遠鏡の先 にある
星lまた夷 ｢光を放 つ 幽霊 の 行
-
9u(769)｣ で ,
その 存在目的を人間の 知で明かすことが で き
な い ｡ ｢人々の 自我 の 悪臭を放つ 洞穴に は ,
理性が真実と見なすすべ てを否定する意識が
あるの か もしれない - - 賢くもなく , 精神的
に未発達で , 親切心も示せず , 冷酷無情なま
で に残酷な存在が隠れて付きまと い , 待ち か
まえて い る ｡｣ また , 晩年に繰り返 し見続け
た ｢ 夜の 都会の 夢(749)｣ の 奇怪な風景も ,
夢とも現とも-判らぬ形の 中で , 近代が抱える
問題を象徴的に表して い る ｡ そ土に林立する
ス ト ー ン ヘ ン ジの 石碑に は何 の 碑文 もなく ,
意図も不明 である ｡ 神秘の 存在を表す亡き妻
の 姿も見えず , 敵と見方の 区別 も判らな い
｢同 じ暗闇の ア ナ ー キ ー ｣, ｢カオ ス の 都会｣
は , まさに混迷する メ - ソ ン の心象風景とな
っ て い る ｡ 近代の 産業資本主義の技術的成長
が起因する急激な社会変化や , 合理主義に基
づく伝統か ら の解放は , 不確実な感覚 , 方向
の喪失 , 個人の寄る辺なさと い うア ノ ミ ー な
世界をもたら し , それは都会に集中的に現れ
たと言われる ｡ また マ ッ ク ス ｡ ウ ェ ー バ ー の
言う科学がもたらす世界の脱魔術化は , 魔術
や 神秘の み ならず , 権威や アイデ ンテ ィ テ ィ
すら追放 して , 社会を断片化して しま っ た ｡
メ - ソ ン の夢は こうした近代の経験を先取り
する形 で表 して い る と考えられる の で あ る ｡
作品最後で , 死も間近の メ - ソ ン の病床を見
舞 っ た ベ ン ジャ ミ ン ｡ フ ラ ン ク リ ンに , 彼は
大陸規模の ｢巨大な 一 つ の 機械｣ が作 られつ
つ ある ことを語 っ て い る ｡ それiまア メ リカを
や が て征服する産業主義を指してい るの であ
り , イ ン ディ ア ン の魔法も , 手 の中に飛び込
む魚の い る大自然も消滅した暗い未来の姿な
の だ ｡
メ - ソ ン は理性の 限界を知り , また非理性
の 存在を自己の 内と外に認 めながらも , 理性
を偏重 して生きる以外の 生き方 はで きな か っ
た ｡ それは金星通過観測と境界線測量の 両方
で行動を共に し たディ ク ソ ンと , 不仲に な っ
た こと に 象徴的に示されて い る ｡ 二人は体制
側の 非人間的制度に反発する点 では双生兜的
反応 を示して は い る ｡ しか し ,` ｢ 一 つ の 惑星
の 明る い面と暗い面(757)｣ と牧師が称する
ように , 本質的には 二 人は , 対照的な性格を
もち , 対照的な生き方を して きた ｡ ディ ク ソ
ンは , 太 っ て陽気 な操病体質で ,'素朴な田舎
者と して社会規範に縛られる こと なく自由 に
行動をする こ とがで き , また非合理的な魔法
や超自然的な事柄を受け入 れるて い た ｡他方 ,
メ - ソ ンは痩せて メ ラ ン コ リ ー に病む都会人
であり , 社会の義務に縛られて無謀 な行動が
とれ ない 傍観者で あり , また科学者と して合
｢Ma so n& Dir oL r 英国植民地時代における二項対立の構図｣
理的な世界に身を捧げて きた の で ある ｡ 牧師
は こ の 二 人に対して ｢8年間の ト ラ バ ー ス の
終わりに メ ー ソ ン とディ ク ソ ン は , 二人の 間
の 危険な境界を越 え る こ と は で きなか っ た
(689)｣と結論して い る ｡
結 論
以上の ように , 牧師の語りを通 して 浮かび
出てきた の は , これまで歴史の表舞台に は隠
れて い た周縁者 ･ 弱者から眺め られた別の 歴
史像で あり , 西欧近代の 社会制度や理性 ･ 合
理性偏重の 原理 の 欠陥であり , 植民地におい
て広義の意味で の 帝国主義政策が取 られて い
た18世紀と い う時代に生きた人々 に潜む問題
点で あ っ た ｡ それはまた , 反西欧中心主義 ,
反理性中心主義 , 反人間中心主義の視座 , す
なわちポス トモ ダ ニ ズ ム , あ る い はポス トコ
ロ ニ ア リ ズ ム の 視点 か ら眺め たモ ダ ニ ズ ム や
コ ロ ニ ア リ ズム 批判とも解釈で きる ｡ 牧師に
と っ ては , 語り , 歴 史を見直すこ とは , ディ
ク ソ ンが ｢行動する｣ こ とを通して奴隷制に
反対 したの と同様 , 権力に対する自らの 意志
表示の 行為とな っ て い る ｡ 自ら の話 しは , 聞
き手 の 記憶に残る こ とで ｢忘却と い う強風
(747)｣ に吹 き消され る こ とを免れる だけで
なく , 親族の 間で語り継がれ る こと で ,.語り
の輪が広 げられて いく ｡ また ｢何世代にもわ
たる家庭内の 校訂と いう過酷な鍛造工 場で情
け容赦なく鍛練される こと (695)｣ で , 誇張
した部分や , 個人的な好み に左右されな い純
粋な英美にまで 高められて いく ことに もなる
か らだ｡ 牧師はそうした こ とを信じて い るか
ら , メ - ソ ン たちと体験を共に し , 同 じ歴史
をみ つ め続けた者と して , ｢お互 い に い か に
夢を見 , また誤解をして きたか (696)｣とい
う こ とを含め た 人間的真実を伝え るた め に ,
事実だけに拘らず , 推測や想像した こ とまで
語 りの 中に加えて い る ｡ 語りに見られ る虚構
的要素は , 他方では , 歴史が権力者の ｢卑し
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い と必ずや判明する利益(350)｣に利用され ,
信頼性を無くすこ とを避け , なお か つ 面白い
話 しとして人々 の 記憶に残る ための戦略で も
あるの だ｡ 彼の話 しに は , Le Spark 家 の者が
読 んで い る当時の ポル ノ小説の 登場人物まで
紛れ込んでく る始末である ｡ しか し読者にと
っ て は , こ うした事実と虚構 , 歴史と空想が
混 じ っ た話 しを読み , 様々 な解釈を与える こ
とは , 丁度 , 何世代もの 人々 の校訂と同じ過
程を経て い る ことになる ｡ こ の ように ピ ンチ
ョ ンが新た に描い た西欧近代に見られる二項
対立 の構図で は ,読者が楽しみながら解釈し ,
純粋な真実に到達すると 同時に , 行動を起 こ
す原動 力に もなる ように 仕組 まれて い る の
だ｡ ただし , 読者が実際に仕組まれた通りに
反応するか , 否かは別問題であ る ｡
また体制と反体制理念 の 対立に関して は ,
これまで の 作畠と同様に , 最後に両者の交流
の 必要性が暗示されて い る ｡ それは対立概念







登場 し , 二 人の それぞれの 夢の 中に同時に現
れる と ｢この 次 , 二 人が 一 緒の 時に私も - 緒
だ(757)｣ と告げて い る こ とに示されて い る ()
そ の 言葉が暗示するように , こ の 犬は超自然










すなわち ｢見捨てられた｣ もの , 弱者で もあ
る ｡ 弱者であ る犬は強者 ･ 人間に殺されずに
生き残 っ て いく ため の英知を身に付ける過程
で , 禅宗の 公案が教え る諸々 の 対立概念が統
一 された高次の 英知も身に付けて(le a r ned)
い た ｡ その意味で , 犬は対立概念の 双方の 属
性を兼ね備えた対立の 仲介者の 役もして い る
と考えられ る ｡ 反体制の ｢他者｣ と して の 視
点は ,既存の 社会の妥当性に疑問を投げか(す ,
再検討を促し , 地殻変動 を起 こす力と して ,
また理性ばかりに支配されて歪ん だ精神に バ
ラ ンス を取り戻させ るj7と して重要な役割を
122 村 _J:.･ 必 T
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担 っ て い る ｡ 両者は本来 , 敵対 しあうの では (なお本論の 一 部 は , 日本英文学会第7掴 大
なく , 交流し合う時に建設的な創準が もたら 会で の 口 頭発表 ｢Ma son & Dixv t r植民地帝
される , とこ の 神秘的な犬が暗示 して い るよ 国主義時代におけるカ ウ ン タ ー フ ォ ー ス｣ の
うに思えるの だ｡ 論と重複する ｡)
(注釈)
1) ｢帝国主義｣と は , 政治的 . 経済 軌 軍事臥 文化的な権力 ･ 権威をもっ て する他民族の 領土や
国家へ の 侵略と支配と い う 一 般的な広義の 意味を指 し , い わゆる狭義の 意味で使われる19世紀か
ら第二次大戦までの 時代に見られた政策とtは異なる .
?) T hom asPyn cho n, Mas o n& DIx o n,(N･Y･: He n ry Holtaやd C.o. ,In c. ,1,997), 347.
3) この頃の ア メ リ カの歴 史に つ い て は メ ア リ ー ･ ベ ス ･ ノ ー ト ン 『ア メ リ カの歴史(I) 新世界の挑
,戦』･,(三省堂 , 1996) を参照｡
4)-J･R グリ ー ン ,,『イギ リス国民の歴 史(完)』, ( 篠崎書取 1987), 377｡
5) 血Itho nyGi.dde n s, 乃 e Con sequence s of Mode m )
'





nbow では , ア ル ゼ ン チ ンの 平原パ ン パ に政府の 手が 加えられ , 大自然が 都市ブエ ノ
ス アイ レ ス ヘ 変貌する過程が描か れて い るが , 同じこと
-
串ミア メ リ カでも起きて い るの で ある .
7) ライ ンは権力者側の 制御機能をは たすから , 作者にと っ て は負の 作用 しか考えられな い ｡ だが 一
般的に は , 植民地間の地域紛争を解決した点に おい て 高く評価されて い る o メ.
- ソ ン とディ ク ソ
ン の フ ィ ー ル ド ･ ジ ャ ー ナ ル の オリジ ナルを本と して 出版し たA.Hugh1ettM a so nは , 序文で , ペ
ン シ ル バ ニ アと メ リ ー ラ ン ドの境界線紛争の 禎雑な原因をあげ , 二人の測量技術の正確さが長年
の難問を解決 したと指摘して いる ｡ これほ ど紛争が長期に及ん だの は , 英国王室の側に他の者に
既 に授与した領土権を , 別の者にも授与すると い う不注意な慣行があ っ たこと , 歴代の 国王 は科
学的な事柄に無能で ありなが ら , 有能な科学者の助言を求めなか っ たこ と , 当時 , 正確な地図が
作成されて い なか っ た こと , 詳述するの が不可能な境界が あ っ たこ と等々 , 様々 な原因があげら
れて い る｡ (ed. A HughlettM as o n, 71heJo u m alof Chat･1e sMa so n andJere m L
'
ah Dix o n, Americ an
Pbilo s opbic al So ciety, 1969)
8) n o m asPyn cho n,
I-
Ne ar e r
,




m esBo okReview,6Ju n e1993)
9)
′
m o m asPynchon,
"
AJo u rn eylnto
′
m e M ind of Watts
=
,(乃 e Ne wYot* TL
'
m e sM aga2dn e, 12Ju n e
1`966), 35.
1 0) 瓶の中か ら起き上が っ たJenkinの 耳は , 語りか けられた人々 の言葉の全 てを吸収するが , 何も明
らか に しな い こと で . 理神論の興隆を促した当時の 精神的土壌を暗示して いる ｡ .それと同時に ,
この 耳が貢献 した事柄は ,. 資本主義企業の飽く なき利潤追求の精神をも示 して い るo 切り取られ
た耳は庶民院で ス ペ イ.ン批判の 火付け役と して 利用さ れ これが原因とな っ て イギリ ス の 資本家
層は , ス ペイ ン領ア メ リ カとの交易で ス ペイ ン の 制限に対して抱い て い七不満を爆発させ , 対 ス




m om asPyn.cho n-,.
"
Isit0. K to Be aLuddite?
=
, m e Ne wYo rk Tim e sBo ok Revie w, 28 0cto rbe r
1984),40.
12) キ ー ス ｡ ト マ ス , 『宗教と魔術の 衰退』, ( 法政大学出版局 ,19.
3), 983
1 3) Bromisla w M alin o wski,.
` `
M agic, Scien ce andReligio n
=
, 『宗教と魔術の衰退』,954.
｢Ma son& DLroL r英国植民地時代における二項対立の 構図｣ 123
14)客観的意識と主観的意識が微妙に相互作用する人間の 精神機能に つ い て は , エ ドガ - ル ･ モ ラ ン ,
『失われた範列』,( 法政大学出版局,1992)の論を参考に した｡
15) 客観的理性が価値な しと して否定したもの を救い だ し , 新 し い 創造へ と繋げるの は主観的意識
で ある ｡
` ●
AJo u m eylnto T be M ind of Watts
"
の 中で , ピ ン チ ョ ン は ロ ス ア ン ジ ェ ル ス ス ラ ム街
W a仕sに あるW a仕sTo w e rsに特別な意義を与えて い るが , その 理由 は人の夢と い う主観的意識が ,
廃棄物と して捨て られ たがらく た類か ら素晴ら し い創造をな したと う , その象徴的意味に ある の
だ｡ W a仕s To w er sは割れた ガラ ス や瀬戸物 , 釘 . ブリキ缶やあらゆる種類の くずを集め て創ら
れ たもの で ある ｡ し か し , それ らは きらめく モ ザイクと な っ て見事に 変身し , 芸術品とな っ た
の である ｡
16) No rthropFrye, An ato my of Cn
'
ticls m
, 0'rin c eto n :P rin ceto nUniv. Pr es s, 1957),186
17) ユ ン グの 深層心理学的分析 と婁陀羅に関する理論は , C.G. ユ ン グ著 『無意識の心理学』(人文書
院19 82). 及び ル ッ ツ ･ ミ ュ ラ ー 著 『魔術 - 深層意識の 操作』(青土社1996)を参考に した｡
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syste m r epre se ntsis s e e n
in the c olo nial e mpir e s of We ste m w orld Po w er s a nd c apitalist enterprises whos e sole co n c e rnis to
pu rs u eprofits . T hey try to c o ntrolpe ople thr o ughinhu m a n slav e ry system , as w ella sbythe
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co unterfo rc e
'
ele m e nts arefo u nd n ot o nlyin v ario u s
gro ups who struggle to pre se rv etheir o wn&e edo m again st the pow er and order ofthe Estab lishm e nt,
but als oin the m agic alre alis m wbicb appe ars quitefrequ e ntlyin the fo m s of m agic s, mysterie s,
mir acle s a nd s upe r n atu r al fo rc e s. T hisirr atio n al a nd u n r e a s onable ele m e ntis related to hu m a n
subje ctiv e c o n sciou s n e s s, while r atio n al a nd r e a s o n able ele m e nt, thatis, the prin ciple ofthe
Establishm e ntis c o n n ect d wi thhum an obje ctiv e c o n scio u sn e ss. In the se n sethatboths ubje ctive and
obje ctivetho ughtbelo ngto hu m an c o n scio u s n e ss, they ar ein s epar able･ Ev e niftheirratio nalele m e ntis
generally regarded a s w o rthle ssin s o ciety,itisimpo rta nt asthe origin of hu m an cre ati vity, origin ality
a ndtr a n s c e nde ntn e s s. I w o uldlike to dis c u s sthe patte r n s of dichoto mic ele m ents a nd their
inter relado n shipin thispaper.
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